
節
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髭
節
用
集
鰻
頭
屋
本
初
刊
本
と
通
行
本
と
の
間
に
は
同
じ
体
裁
の
本で
あ
り
な
が
ら
六
七
O
筒
一併
に
及ぶ
間関
向が
み
ら
れ
る 。
こ
れ
は
通
行
本が
初
刊
本
を
も

と
に
改
変し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
ので
ある 。
本
稿で
は
こ
れ
ら
の
改
変
を
七
種
に
分類し 、
そ
の
う
ち
の
六
種に
つ
い
て
概
観し 、
他
の古
本
節
用
築
諾
本
の
状
況
を

参
照
し
つ
つ
そ
の
位
霞づ
け
を
試
み
た 。
改
変は
概ね
全
巻に
わ
たっ
て
お
り 、

通
行
本が
こ
れ
ら
の
改
変に
よっ
て
「
新
し
さ」
を
う
ち
だ
そ
う
とし
た
こ
とが
う
か

が
え
る 。
市明
白
の
増
補・
削削
除・
塁内
向
に
関
し
て
は
通
行
本が
初
刊
本
の
体
裁
を
守
り
なが
らスペ
ース

の
調
整
・な
し
て
いっ
た
様
子を
み
る
こ
とが
で
き
る 。
ま
た
所

属
門
や
見
出
し
語
の
表
記につ
い
て
は
通
行
本
独
自
の
も
の
が
い
くつ
か
あ
る 。
た
だ
し
節
用
集
諸
本
の
状
況
を
見る
と大
部
分
の
改
変
は
そ
の
変
異
の
範
閤
内に
含
ま

れ
る 。
古
本
節
用
祭
全
体を
こ
のよ
う
な
変
異を
含
み
な
が
ら
ひ
とつ
の
資
料
体
とし
て
と
ら
え
る
こ
とが
で
きる
ので
は
ない
だ
ろ
うか 。

iま

め

じ

鰻頭
麗本とよば
れる
節用集にい
くつ
かの
版が
存在
するこ
とは
すで

に
報告さ
れてい
る。
そ
れらに
よ
れば
少な
くと
もコ一
種
類の
版が
あるよ

(1)
 

うで
ある。
本
稿で
は
現
在影印で
みるこ
との
で
きる
東京教
育大学
時属

図書
館本と
闘醤寮本と
を比
較・
検討して
み
たい 。

こ
の
両
欝の
間で
ま
ず目を
引くの
は
門
名の
異な
りで
ある。
教
育大学

本で
み
ると

天地

草
木

畜類
財宝
食
物

人
倫
支
体
官名

時
節

雪口
一語

の
十
門と
なっ
てい
る。
この
門
名はイ
部によっ
たが 、
ロ
部以下で
は

頭
字の
み
を[
天
!〕

とい
う形で

表示してい
る。
掲
載の
順
序はハ
部に

従っ
た 。
十
門を
完備
する十八の
部の
うちで
この
順を
採るの
は 、
ハ­

カ・
タ・
ウ・
サ・
シ・
ヒ・
セ
の
入
部で
最も
多い 。
次い
で
支
iと

官
ー

とが
入
れ
替わっ
てい
るの
がヲ・
フ・
テ・
キの
四
部で
ある。
あとの
六

本
本学
助
教
授
(
今
野
尚
子)
国
語
学



部は
そ
れぞ
れに
異な
るとこ
ろが
あり 、
一
致しない 。
また 、
ト

部の
み

〔
人
l〕

の
あとに
門
人名〕
門を立て 、
「
融
大
臣〈トヲル
ノ
ヲ
トマ〉」

一
語を
収め
る。
鰻頭屋
本(
教
育大
学本・
調書
寮本と
も)
全
巻を
通じ

て
人名はこの一
一語の
みで 、
人名門もこ
こ
に
しか
ない 。
節
用集は一
般

に
中
圏・
日
本の
人名を
載せ
るこ
とが
多い
中で
この
方
針は
特異で
ある

とい
えよ
う 。

さて
右に
掲
げた
十の
門
名の
う
ち 、

と
〔言巡回
とが
闘欝
寮

本で
はそ
れぞ
れ[生
類〕門
雑用〕
と
なっ
てい
るので
ある。
ただし[生

類〕
に
関して
はロ・
ホ・
へ・
ナ
部で
門
畜
類]
と
なっ
て
お
り 、

〔
雑用〕

に
関して
は戸・
ハ・
ニ
部で
[言
語]
と
なっ
てい
る。

最
初が
天
地
(ル
部を
除く) 、
最
後が
言
語または
雑
用で
あるこ
とが

共通してい
る以
外は 、
一
巻の
中で
この
よ
うに
門の
順
序が
さ
まざ
まで

あるに
も
関わら
ず 、
再
審の
関に
は
順
序の
異なるとこ
ろは
ない 。
さ
ま

ざまな
順
序が
さ
まざまな
な
りに一

致して
お
り 、

再
書の
基
本的な
枠組

みは
同じで
ある。
た
だし
翻書
寮本に
は
教
育大
本に
はみ
られない
門が

い
くつ
か
ある。

一一
部
官
i(人
!と

生
との
賭)

ワ
部
時
|(法人
!と

草iとの
間)

ソ
部
時
|(天
ーと

草iとの
間)・
官i(
人
iと

支
との
関)

エ
部
時
l(天
ーと

輩ーとの
開)

-一
部で
は
教
育大
本で
〔人
!〕

末
尾(十オ)
に
入
道
威位
女性

と
並んでい
るの
に
対し 、
岡書
寮本で
は
〔
人
i〕

末尾(
やは
り十オ)

を
入
道
女
性
と
し 、
[
官
〕
とい
う
門
名を入
れた
うえで
煎
位

を
掲げる。
この
両者の
先
後を
考えると、
最初は
なかっ
た
〔
官
]
を

門
人
|〕

の
後に
設
けた
う
えで
門
人
|]

か
ら
試
位の
み
をそこ
に
移し
た

とみ
るほ
うが 、
最初に
備わっ
てい
た
[
宮
I〕

を
削っ
た
うえで
女性と

或位と
を入
れ
替えた
と
み
るよ
りは
自然で
あろう 。
そ
う
考えれば
その

二
行あとの
〔一言i〕
第一
項が
教
育大本で
は
匂
で
あり 、
闘
審寮
本

で
は
日
課
で
あるこ
と
も
説
明で
きる。
つ
まり 、
この
面で
は
門
名の

〔
官i〕
を入
れ 、
[
支
]
に
人
駄
を
移して
きた
ため
に
門名の
〔畳一口

i〕
(
闘
審
寮
本
もニ
部は
この
門名で
ある)
の
下に一
字
分しかスペ
ー

ス
が
な
く 、
単字項目の
集団の
最初に
あっ
た
匂を
移したので
ある。
も

ち
ろん
字詰を
調
節して
門書i〕
まで
で
その
行を
終えるこ
と
もで
きた

で
あろうが 、
そ
うしなかっ
た理
由は
不明で
ある。
また 、
匂よ
り
も
前

に
単字の
見出し
語として
吟・
鈍・
俄
の
三
語が
み
えてい
るが 、
そ

れよ
り

後に
ある
(といっ
て
も
同じ
面で
は
ある)
匂を
移
動し
た理
由も

不明で
ある。
鈍につ
い
てい
えば 、
教育大本では「鈍
莞忽〈
笑〉
/」

と
なっ
てい
るが 、
間書
寮本で
は
「
莞忽〈
笑〉
/鈍」
と
なっ
てい
る。

こ
れも
教
育大
本の
状態か
ら項自の
出入
りの
ため
に
行
末のスペ
ース

の

大
きさが
変わっ
て
しまい 、
項目を入
れ
替えた
もの
と
考えるこ
とがで

きる。
逆に
伺じ
行に
入
れられるか
らといっ
て
わざわ
ざ
鈍を
前に
持っ

て
くると
は
考えに
くい
ので
ある。
つ
まり 、
再
審は
教
育大本が
先で
盟

書
寮本がそ
れを
改変した
もの
とと
らえるこ
とがで
きる。
この
先 、
論

を
すすめ
るに
あた
り

教
育
大本を
初刊本 、
問書
寮本を
通行本と
呼び 、

初刊
本が
通
行本で
どの
よ
うに
改変さ
れたの
か 、
とい
う
方向で
考察し

てい
く 。
こ
の
前提が
正し
け
れば
以下の
考察に
は
矛盾が
生じ
るこ
とは

ない
で
あろ
うし 、
もし
も正し
くな
け
ればそ
れが
明らか
に
な
るは
ずで

ある。

z 

こ
こで
さ
きに
述べ
た
門名の
異な
りに
たちもど
ると、
初刊
本で
は
統

一
さ
れてい
た
門名を
通
行本は
何かの
理
由で
変更した
とい
うこ
とに
な



節用集銀頭屋ヌドの初刊本と通行本と

る。
具
体的に
は
畜
類を
生
類に 、
言
語を
雑用に
改め
たので
ある。
しか

し
その
際に
改めそこ
なっ
た
とこ
ろがい
くつ
か
あり 、
結果として
園書

寮本で
は
門
名の
不統一
が
起こっ
た 。
もち
ろん
ひとつ
の
節用集の
内
部

で
円名が
不統一
で
あるとい
うこ
と
も
時として
み
られる。
だ
か
ら不統

一
で
あっ
た
臨書
寮本の
状態を
教
育大本の
よ
うに

統一
した
と
と
らえる

こ
と
も不
可能で
は
ない 。
しか
しそれな
らば
鴎
議寮本で
は
少
数派で
あ

る
畜
類・一一言
語に
統一
するよ
り

多数を
占め
る生
類・
雑
用に
統一
するほ

うが
自
然で
は
なか
ろうか 。
版本の
一再刊
や
一得刻とい
う
と
きに 、
間じ
書

名を
冠しなが
ら呉な
るもの
を
制創り
出そ
うと

する
動
きは
西
鶴の
浮世草

子などに
もみ
られる。
前の
版とは
異な
る
点を
売り
物に
しよ
うと

する

ので
ある。
畜類・
言
語は
節用集類の
やで
は
多くの
もの
に
み
られるご

く
ありふ
れた
門名で
ある。
一
方の
生
類・
雑用は
他の
節用集に
はみ
ら

れない
特
異なもので
ある。
と
すれば 、
新しい
版を
作ると
きに
独
自の

門名で
オリ
ジ
ナリティ
を
出そ
うとした
とみ
るほ
うが
やは
り
自然で
は

なか
ろ
うか 。
その
際に
改めそこ
なっ
たの
が 、
隣室溺
寮本に
わ
ずか
に
残

る
蓄
類・
言
語とい
う門名だっ
たので
ある。

改

変

の

諸

桔

具
体的に
どの
よ
うに
改変が
行われてい
るの
か
をみ
るた
めに 、
イ
部

時節門を
取り上
げる。
この
鮪
所を
選ん
だの
は
語
数が
少ないに
もかか

わ
ら
ず
多くの
改変が
み
られるか
らで
ある。
教
育大
本は一
丁
袈四
行自

行
頭か
らで
次の
よ
うに
なっ
て
い
る
(
傍
訓は
外し 、
項
目の
み
を
掲
げ

(2)
 

る) 。
〔時
節〕
夷即〈七
月
/名〉
家子〈十
月
/亥口〉
/一
紀八十二
年〉

不知
夜
月
〈
十六
夜〉
/稲
妻

田川
忠
戊
亥
生
見玉
/入
逢

晩
鐘

項目数は
十で
ある。
こ
れが
闘審繋本で
は
次の
よ
うに
なっ
てい
る。

一
了
裏三
行
目 、
天地
門の
末
尾三
項の
次か
らで
ある。

〔
時
節〕
古
今
/戊
亥
朝
暮
夷期
〈七
月
/名〉
家子
/〈十

月
/亥日〉
一
組
〈
十ニ
年〉
晩
鐘
入
逢
/生
見玉
不
知夜
月

八
十六
/夜〉
一
周
忌

項目は
十三
に
増加してい
る。
しか
し
単
純な
増加で
は
ない 。
ま
ず
図

書
寮本の
最初に
置か
れた「古
今」
は
天地
内か
らの 、
また五
項目の

「
朝
暮」
は一言
語門か
らの
移
動で
ある。
こ
の一一一
項は
すな
わ
ち
語の
所
属

の
変
更とい
うこ
とに
な
る。
次に
「
茂
亥」
は
教育大学本で
は
連続し

て一
語の
よ
うに
み
えるが
図書
寮本で
は
明らかにこ
語に
なっ
てい
る。

時
節門の
最
初に
「
古
今」
とい
う一

字の
見
出し
語を
置い
たの
で 、
一

字ずっ
と
し
た
「
成
亥」
を
移
動して
そ
れにつ
づ
けた
もの
で
あろ
う 。

こ
れは
見
出し
語の
認
定に
か
か
わるこ
と
が
らで
ある。
「
稲
妻」
は
時
節

門か
ら移
動し
て
天地問に
もと
もと
あっ
た「電」
の
次に
置か
れた 。
結

果として
項尽
数の
うえで
は三
語の
増加と
なっ
た 。
この
よ
うな
内
部的

な
増減の
ほか
に 、
こ
こ
に
は
例が
ないが 、
まっ
た
く
新しい
項自の
増
補

が
九一
裏 、
完全な
削除が八
四
項ある。

教
育大
学本で
は
門の
末尾に
置か
れて
い
た
「入
逢
晩
鐘」
を
図書
寮

本で
は
「一
紀」
の
次に
移し
てい
る。
こ
れはこの
門を一
字詰で
始め
る

とい
う
改変を
加
えたの
に
あわせ
て 、
一
字
↓一一

字
↓一ニ

字以上
と
排列し

なお
した
とい
うこ
とで
あろ
う 。
なお
その
際に
入
逢と
晩鐘との
位
躍を

入
れ
替えてい
るこ
と
も
注目さ
れる。

も
う一

簡所ヲ
部
〔
支
|〕

をみ
てお
く 。
教
育大
本は

薗
栂
椿癌
子
直(しん
にょ
うの
か
たち)

願

3 

面影



の六
項で 、
翻警察本も
出入
りな
く
やは
り六

項で
ある。
位置の
移
動

もない 。
しか
し
盟書
寮本で
はヲ
ト
ガ
イ
↓ヲ
トガヒ、
ヲ、
ュ
ピ
↓ヲホ

ユ
ど
と
傍訓ニ
箇所が
改変さ
れ 、
さ
らに
子監
(しんにょ
うの
か
た
ち)

↓
瞭と、
見
出し
語の
表記も
変
更さ
れて
い
るので
ある。

この
よ
うに
さまざまな
改変が
み
られるが
そ
れらを
整理
すると
次の

よ
うに
な
る。項目の

増
補

項目の
削除

同一
門内で
の
移
動

所属門の
変更

見
出し
語(
語形や
表記)
の
変
更

傍訓
変更

その
他(
注記の
扱い
等)

こ
れらの
改変の一
々
につ
いて
詳
述するこ
とはで
きないの
で 、
改変

がどこに
どの
よ
うに
加えら
れてい
るの
か
を
中心に 、
以下
考察する。

I 

九

E 

J\ 

回

E 

一
三
七

六一ニ

N V 

七

"w 

八
七

VII 
項
自
の
増
補
と
削
除

項目の
増補は
九一
項ある。
聞け別の
内訳をみ
ると

天地
九

時節
一

草木
四

人倫

財宝
十

雑用
五
回

で 、
支体・
官名・
食物に
は
ない 。
こ
こで
は
雑用へ
の
増
補が
半数を

超えてい
るこ
とに
住目したい 。
また
全
巻をほぼ四
等分して
み
ると、

イ
1ヲ

二五 、
ヮ
1ノ

十六 、
ク
iサ

二一一一、
キ
1ス

ニ
七
で 、

全
巻に
宣っ
て
偏るこ
と
な
く

増
補が
加えられてい
るこ
とが
わかる。

一
方 、
項目の
削除は
や
や
少ない八
四
項で
ある。
門別の
内訳は 、

生
類

天地畜類

九

言語

で 、
官名・
食物に
は
ない 。
こ
の
数値を
先ほどの
増補の
数値と
比べ

ると、
両者はほ
ぼ
重なっ
てい
るこ
とが
わか
る。
四
等分した
数
値は 、

イ
1ヲ

二
十、
ヮ
iノ

十四、
ク
1サ

一
ゴて
キ
1ス

ニ
九
で 、

こ
ち
らも
増
補にほ
ぼ
対応してい
る。
この
こ
とか
ら 、
初刊
本か
ら通
行

本へ
の
項目の
増
減につ
いて
は 、

二万的な
増
補や
削除で
は
な
く
増
補し

た
分を
削削
除する
(
あるい
は
逆に
削除した
分を
増
補したの
か
もし
れな

い)
とい
う形で
行われたこ
とが
わか
る。
そ
れは
多くの
場
合「
項目の

入
れ
替え」
とい
う形で

観察さ
れる。
初刊本・
通行本と
もに
本
文(ス

部)
が
九十
寸
表で
終わっ
てい
るこ
と
も 、
改変が
全
体の
規模を
保
存し

つつ
行われたこ
と
を示してい
る。
い
ま 、
初刊
本か
ら通
行
本で
項目が

入
れ
替えら
れた
とみ
えるもの
を
出現踊に
掲げて
み
る。

通行本

韻
禽インエ

イノ、"" 

十

ヲカタムウ

ー
ノ、

財 時宝 節

匝七

草
木
七

人
倫

支
体

十

4 

財宝

初刊
本

硫黄イワ
ウ

き口
一諮

財宝
(一)
l落索一フクサ

イ

(一)
|廷チ

ヤウ
〈
池藤〉

財 草 草 直 言宝 木 木 類 語

(
鉢)
i子ハ

ツシ

表相へ
ウサ
ウ

とヲシマ
ロパ
ス
斗ヲシ
ックル
晩ヲソ
ナハ
ル
献ヲ
ウスル

貝
飽カ
イアハ
ピ

鱗〈関(カマ
ス)〉
鮮〈同〉

肇タテパ
ナ

批判タカン
ナ

零徐子ム
カゴ

桂木ムロ
ノ
キ

馬
歯ムマ
グハ

宮崎櫛ムマ
グシ

右往左
往ウワ
ウ
ザワ
ウ

鳥羽玉ウパ
タマ

銭〈同(ハ
チ)〉

(
兵)
|番(シヨ)

吾罰謹一山
言同
一語

後疎ウシ口
メ
ダシ
変ウツロ
ウ

磁ウラカ
ク
〈
易〉



節用築鰻頭屋本の初刊本と通行本と

グ'マコアサキニエシヒセ

遊心ウカレゴ、
ロ
輔ウ夕、

屈睦クツ
ボク

光費クワウヒ

待
人マ
チピ
ト

小皿コ
ザラ

雨
模アマ
カ
イル

悪
最ア
クチウ

海糠プミ

家鴨ア
ヒル

相験ア
ヒ
ジルシ

鶴サ
カサマ

極月キヨ
クゲツ〈十二
月
/名〉
究日キウ
ジツ
〈晦日
/名〉

(
逆)
|徒ト

火炉ユ
ル
リ

置ミ
ヤヅ
カ
イ

濃ミ
タレ
ガハ
シ

照尺シセ
キ

一口器開
十六
善神ウチフル
ウ

宏才クハ
ウサ
イ

患楽クハ
ンラ
ク

費マ
ラウト

畜 財 人類 宝 倫
勿コ
ツ

鶴鵡プブム

鮫
糠アンカ
ウ

求食ア
ザル

綴鮭ア
イキヤウ

政阻ア
ラ
キザミ

畳間M翠悶
一言
語

時
節

(
造)
l作サグ

天 雷地 語
一一一一口
一語

天地財薗宝 類
庄シ
ヤウ
楊シ
ヂ

鮪シビ
双六
鑑シゴ
ロ
グノサ
イ

(巡)
i路ロ

豆諸
財 財 天宝 宝 地

澱ヒ
チ
リコ

狂文ヒ
ヤウモン

銭ゼニ
鳴セ、
ヵマ
ル

ー!のυシン

湯搬ユ
ドノ

救ミツ
グ

操ミサ
ホ

忍
向シ
ノピ
ノ
ヲカ

磁石
山ジシ
ヤクセン

鰹シ
ラハ
へ

溜
海シユ
カ
イ

十成ジウ
ジ
ヤウ

兵
庫ヒ
ヤウゴ

縛ヒ
ツシ
キ

線香セ
ンカ
ウ

寛セ
タグル

婚傍
到なし

絡〈
同(ス
シ)〉

言
語
須スベ
カ
ラ
グ

棄ス
ツル
捨
〈再〉

削除三
九、
増
補間ニ
で
と
もに
約四六
%の
項目が 、
削削除さ
れた
箇
所

に
増
補するとい
う形を
とっ
てい
る。
酷除項目の
うちで
た
と
えば
硫

黄イワ
ウ
は 、
ュ
部に
もユ
ワ
ウ
として
掲
出さ
れてい
る。
通
行
本は
重

出し
てい
る
硫黄の
うちユ
ワ
ウ
を
残しイワウ
を
削っ
て
整理して
い
るの

で
ある。
零
徐子ム
カゴ・
ヌ
カゴ 、
鶴鵡アフム・
ワ
ウム、
火炉ユ
ル
リ

・
囲
炉撞イロ
り
などは
開様に
初刊
本で
は
重
出し
てい
た
もの
を
通
行
本

で
はそ
れぞ
れ下の
形の
み
を
残してい
る。
ま
た
初刊本で
泥ヒ
チリコ
は

ドロ 、
第コ
ツ
はシ
ヤク
と
し
て
も
掲出さ
れてい
るが 、
通
行本で
はと
チ

リコ・
コ
ツ
を
削っ
てい
る。
求
食ア
ザル
が
削除さ
れたの
は
言
語門の
屈

鳥ア
ザル
とか
か
わりが
あるか
もし
れない 。
こ
れ
らの
例で
わか
るよ
う

に
改変はひとつ
の
門 、
あるい
はひ
とつ
の
部の
内に
と
ど
まら
ず 、
ワ­

ァ 、
ト・
ヒ
など 、
全
巻を
通じ
た
広い
見
渡しの
中で
行われてい
る。
そ

れが
可能で
あるため
に
は
重
出を
避けよ
うとい
う
明確な
意図を
もっ
て

全
巻を
挑め
るこ
とが
必
要で
ある。

ス
畜
類

所
属
門
の
変
質
に
つ
い
て

六
十三
語を
初刊
本の
掲載
順に 、
通
行本で
の
門を
併せ
て
示
す 。

古イニ
シへ

天
↓時

今イマ

夫
iv時

稲
妻イナヅマ
↓ル
ピ
なし

朝暮イツモ

家主イヘ
ヌ
シ

時
↓天

42同
↓時

言よ人

幼イトケ
ナシ

言
↓人



香
櫨mイヌエ

猪
頭イクピ

議皮イタメ
カワ

喪
衣イ戸

生
袋イケブグロ

晴ハ
レ
↓ハ
ル、

死位-一
イ

人(
官なし)
↓

官

(人)
l鉢タ

イ
↓人

総

言
↓支

宝蔵ホ
ウサウ

一言
i+天

法花ホッ
ケ
↓法

華〈
経〉
一言
↓財

俸禄ホ
ウロ
グ

食よ
雑

片時へ
ン
シ

言
↓時

講トリ
/\モ
チ

草
↓財

外様衆ト
ザマ
シユ
↓外様

人
↓雑

嫡々
チヤク
/\

母国
↓人

知
音チ
イン

一言
↓人

聴
衆チ
ヤウシユ

中一一悶
↓人

智者チシ
ャ

一言
↓人

臨時リン
ジ

昔一一口
ly時

各ヲノ
/\

人
↓雑

往古ワ
ウゴ

天(時なし)
↓

時

椀飯ワ
ウパ
ン
天(時なし)
iv時

皇
滅ワ
ウ
ジ
ヤウ

一一一口
↓天

皇
位ワ
ウ
イ

一吉
↓人

往日ワウ
ジツ

和薬ワ
ヤク

枯カル、

淳カユ
ガ
ワ

薪タ
キマ

牽
↓財

即刻ソツコ
ク

雷
↓時

即位ソ
ク
イ
よソ
ク
牛

一言
↓官

邸
今ソツコ
ン

言
↓官

僧
都ソ
ウヅ

人(
官なし)
↓官

僧正ソ
ウ
ジ
ヤウ
人(
官なし)
i令

官

宗
監ソ
ウシ
ヤウ
人(
宮なし)
↓

宮

中古田
↓草

言
↓

支

一言
↓財

中一一口
↓財

言
↓財

言
↓夫

通
路ツ
ウロ

年始ネンシ

年
序ネンシヨ

年老ネンラウ

雷公
↓雷ナル
カミ

納所ナツシヨ

老
若ラウニ
ヤ
ク

老
議ラウモ
ウ

暴雨ム
ラサメ

品目ム
カシ

言
↓時

温気ウン
キ

懐妊クハ
イニ
ン

毎
年マ
イネン

末世マ
ツセ

末代マ
ツ
ダ
イ

言
↓財

革↓雑
音
li又

雷
↓天

丑一口
↓天

日

天

6 

雷
↓人

時↓夫
人
↓雑

音口
↓人

言
↓支

時
↓天

天
↓時

天
↓時

雷
↓支

一マ一口
↓時

雷
↓時

雷
↓時



魔マ外道ゲ
ダウ

永地エ
イヂ

炎天エ
ン
テン

人↓生
人↓生

一言
↓天

天(時なし)
↓時

一言
iv時

雷
↓時

草
↓財

永代エ
イタ
イ

暫時サン
ジ

臨し木シパ

節用築銀頭屋本の初刊本と通行本と

こ
れらの
項目の
初刊
本で
の
内訳と
通
行本で
の
所属門を
整理
すると

次の
よ
うに
な
る。

天地七
(う
ち一一一
は
時
節なし)
↓時

節七

時
節三
↓天地一一一

草木四
↓財

宝三・
雑
用一

人
倫九(
うち四は
官名なし)
↓

官名田・
生
類二・
雑
用コ一

食
物一
↓雑用一

言語三
九
↓天

地七・
時
節十一
・

官
名一
・

財宝五・
人倫
九・
草木

一
・

支体五

全
体をほ
ぼ
四
等分して
み
ると、
イ
iヲ

ニ
六 、
ヮ
iノ

二
六 、
ク

ーサ
ムi 、
キ
1ス

一
と、
明らか
に
後半は
少な
くなっ
てい
る。

ま
ず
一大
地と
時節との
間で
変
更が
あっ
た
もの
が
合わぜて
十
例ある。

他の
節用集諾本で
こ
れらの
語の
所購を
調べ
ると、
同じよ
うに

天地(
乾

坤を
含む)
と
時
節(時候を
含む)
とで
所属が
揺れてい
るこ
とが
わか

る。
調
査した
大
部分の
諸本に
掲載さ
れてい
る
「稲妻・
慕雨・
温
気」

の
三
語につ
い
て
諸本での
所属をみると
次の
よ
うに
なっ
てい
る。

稲
妻
(時↓夫)
伊勢本略本の
うち正

宗
本は
時
節、
亀田
本・
玉
恩
本

・
龍
門
文庫本(一一
本とも)
・

増刊
節
用集・
種
徳堂
本・
問団
希
雄本 、

天正
十八
年本類の
黒川
本・
早大
本・
阿
波間文
庫本は
天地。
伊勢本
増

補本の
うち

辞林枝葉宮
城本は
乾坤 。
印度本黒本木
類の
うち

黒本本・

和漢通用集は
時
節。
永
禄二
年
本
類で
は
永
禄一一
年本は
時
節で
あるが 、

村
井
本・
慶
長九年
本・
尭空
本・
経
亮本・
両足
院本と
松
園本が
天地。

弘治一一
年本類の
徳
遊
寺
本・
南
葵文
庫本・
天正
十七
年本は
時節。
永
禄

十…
年本類の
革関
本は
天地で
ある。
天地・
乾坤と
時節と
に
わか
れて

い
るので
ある。

暴雨
(
時
↓天)

伊勢本略
本の
うち正

宗
本・
大
谷
本・
増刊
下学祭・

亀田
本・
龍門文
庫本(一一
本とも)
・

伊京
集・
増刊
節用集・
種徳堂
本

が
時
候・
時節。
開田
希
雄本と
天正
十八
年本類(塁一一小
川本・
堺
本・
早
大

本・
階設
国文
庫本)
が
天地。
伊勢本
増
補本で
は
辞林枝葉宮
城本が
乾

坤 、
文明
本は
時
節(
見
出しは
村雨)
で
ある。
印度本の
うち

黒本本類

(
黒
本
本・
闇
書
寮
本・
和
漢通
用
集)
は
時節。
永
禄二
年本
類(
永
禄ニ

年本・
村
井
本・
尭空
本・
経
亮本)
も
時節で 、
相圏本が
天地と
する。

徳
遊寺
本・
南
英文
康本・
天正
十七
年本・
草間
本は
時
節で
ある。
天地

・
乾坤と
時節・
時候とに
わか
れてい
る。

温気(天
↓時)

伊勢本で
は
龍門文
庫本(一
七七)
が
言
語門に
収
載

するほか
は
略
本
(正
祭
本・
大
谷
本・
増刊下
学
集・
亀田
本・
玉
塁
本・

龍門文
庫本(一
七六)
・

増刊
節用集・
種徳堂
本・
岡田
希雄本)
増
補

本(
辞林枝葉宮
城本・
文
明
本)
と
も
時
節・
時候 。
印度本の
うち

黒木

本類(
黒本
本・
関
醤
寮本・
和
漢
通
用集)
は
時
節、
永
謙二
年本類(
永

撮一一
年本・
村井
本・
尭空
本・
経
亮本・
両足
院本)
・

松
園本は
天地、

徳
遊寺
本・
南
葵文
庫本・
天正
十七年本・
背中間本は
時
節で
ある。
やは

り天地と
時節・
時
候と
に
わか
れ 、
言
語門
所属も一
本み
える。

い
ま
天
地
門と
時
節門との
関で
揺れが
み
られる
語の
うち一ニ

語につ
い

ての
み
諸本の
所属を
掲げたが 、
こ
れだ
けで
も
諸本
聞に
もほ
ぼ
同様の

7 



揺れが
存するこ
と、
鰻頭屋
本が
初刊
本・
通
行本と
もに
特定の
類ある

い
は
本に
傾い
てい
るので
は
ないこ
とが
明らかで
ある。
強い
て
言えば

揺れの
ある
項目に
関し
て
は
初刊
本は
永
禄二
年本類との
致率が
高い

よ
うで
ある。

初刊
本で
言
語門に
収
載さ
れてい
た
携
皮・
喪
衣・
生
袋の一一一
語を
言
語

門(言
語進退・
態
轄を
含む)
に
所属させ
てい
る
本は
他に
ない 。
和薬

も
辞林枝葉宮
城本が一言
語門に
収め
るの
みで 、
あと
は
食服門・
飲
食門

・
箪木
門・
財宝門に
わか
れ 、
通
行
本は
財宝に
収め
る。
食服と
するの

は
伊勢本略
本の
うち

増刊下
学
集・
増刊
節用
集で
ある。
飲
食は
正
宗
本

・
大
谷
本 、
伊勢本
増橋
本の
文明本 。。
箪木と
するの
は
伊勢本略本の
う

ち
関田
希
雄本・
天正
十八
年本
類(
黒川
本・
堺本・
早大
本・
陣
披
国文

庫本) 、
印度本の
黒木本
類(
黒木
本・
和
漢
通
用集) 、
担
園本 、
弘
治ニ

年本類
(徳遊寺本・
南
葵文
庫本・
天正
十七
年本)
と
幕開本で
ある。

伊勢本略本の
うち
亀図
本・
玉
虫
本・
龍門文
庫本(一一
本と
も)
・

伊京

集 、
印度本の
うち
永
様二
年本
類(
永
禄ニ
年本・
村井
本・
尭空
本・
経

亮本・
両足
読本)
は
財宝と
し 、
通行本に一
致する。

和薬の
よ
うに

節用集諸本で
所属門が一一一つ
以上に
わか
れてい
る
語と

して 、
ほかに
晴・
俸
禄・
額・
雷
公・
納
所・
末世・
末代・
躍が
あげら

れる。所属門に
関して
初刊本が
他の
諸本と
異な
る
独
自例は
言
語門の=一
語

の
みで
あっ
たの
に
対し 、
通
行
本の
独
自例は

人体(
支)

O宝
蔵(天)

O知立一一日(
人)

O臨時(
時)

O薪(財)

O郎
今(時)

O年老(人)

O老
議(
支)

外道
(生)

O永代(時)

O柴(財)

O聴衆(
人)

宗置
(
官)

O永地
(天)

の
十四
語にの
ぼ
る。
しか
も
O印を
付した十一
語は 、
初刊
本を
含め

た
他の
諸本に
も
揺れの
み
られない
もので
ある。
と
くに
知
音・
臨時・

永
代・
柴の
四
語は
調悲したほ
とん
どの
本に
収
載さ
れてい
るに
もか
か

わ
ら
ず
揺れの
み
られない
語で
ある。
こ
れらを
通
行
本で
は
あえて
改変

し
た
とい
うこ
と
に
な
る。
こ
れ
ら十四
一諮の
初
刊
本で
の
所
属
門は 、
薪

(
翠) 、
宗匠(
人) 、
外道(
人) 、
柴(
掌)
を
除く十
語が
言
語門で
ある。

六一一一
語
全
体で
眺めて
も一言
語門か
らの
移
動は
約六
割の一一一
九
語で
あっ

た 。
さ
きの
項目の
増減で
も
半数を
超える
項目が
言
語または
雑用に
所

属
するもので
あっ
た 。
もち
ろん
理
由の
ひ
とつ
として
言
語門に
収
載さ

れてい
る
項自が
全
巻を
通じて
多い
とい
うこ
とが
あ
げられる。
しか
し

通行本の
雑用とい
う門名が

示
すよ
うに 、
ここ
に
は
雑多な
もの
が
収め

られ 、
見
重しの
余地が
あると
うけとめ
られ 、
実際に
此の
門で
の
改変

も手
一浮かっ
た
と
考えるこ
とがで
きる。
初刊
本の
独
自倒が
言
語門に
集

中してい
たこ
と
も 、
初判山
本の
編
纂方
針に 、
と
り
あえず言
語門に
入
れ

る、
とい
う

面が
あっ
たこ
と
を
うかが
わせ
る。
さ
きほ
ど
初刊
本独
自と

して
あげた
擁
皮・
喪
衣・
生
袋はイ
部言
語門の
末罵におか
れて
お
り 、

その
藍誕の
猪頭・
家主・
香
織聞を
あわせ
た六
項につ
い
て
通行本で
所属

が
変
更さ
れて
い
る。
か
わ
りに一

事両
様・
勢の
二
項が
加
えら
れて
い

る。
ハ
部も
同様に
言
語門末尾にか
な
りの

改変がみ
られる。

8 

同
一

門
内
で
の
移
動

一
三
七
項目とか
な
り

多い 。
その
門別の
内訳は

十五

時
節
一

草木
十一

官名

畜
類・
生
類

六
八

支 天
体 地
四

四
人
倫財宝十

言
語・
雑用



で
食
物に
は
ない 。
全
体を
四
等
分
する
と、
ィ
iヲ

コ一
五 、
ヮ
1ノ

ニニ 、
ク
1サ

四一、
キ
1ス

三
九で 、
後半が
やや
多いが
全
巻にわ

たっ
てい
る。

節用祭儀頭屋本の初刊本と通行本と

鰻
頭
塁
本は
初
刊
本・
通
行本と
もに
横
本で一
面八
行 、
丁
数
も
本
文

(ス
部末
尾まで)
九十
丁
とほ
ぼ
同じ
体
裁で
ある。
しか
しこ
れまで
み

て
きたよ
うに

増
補や
削除がか
な
りある。

門内で
の
移
動の
理
由に
関し

て
はイ
部時
節門の
例で
ふ
れたよ
うな

排列の
原則にかか
わるとい
うこ

とが
ま
ずは
考え
られる。
また 、
項
目の
増減によっ
て
字詰の
調
節を
す

る
必
要が
あっ
て
移
動した
と
考えられるもの
も
ある。
た
と
えば
イ
部支

体門は
初刊
本で
は五
丁
表一
行自
末に
門
支
体]
とい
う門名が
あり 、
絞

膚・
頂・
瞥・
剣の
田
市慣が
収め
られる。
通
行本で
はここ
に
言
語門か
ら

猪頭が
移
動し
て五
項に
な
るので
あるが 、
門名の
〔支
体〕
を
少し上に

ずらし 、
空い
た
行末のスペ
ース

に
頂を
移し
た
う
えで
猪頭・
歓膚・
昔

・
軒としてい
る。
結果として
次の
雑用門は
初刊
本
雷
語門と
同じよ
う

に
門名を
行末にお
く形で
始め
られてい
る。
は
じめ
に
で
あ
げたニ
部

言
語門の
第一
項匂につ
い
て
もスペ
ース

の
調整の
ために
移さ
れた
と
述

べ
たが 、
初刊
本で
匂の
次に
あっ
た
拳ニ
ギル
も
同じよ
うに
前項
似合ニ

ア
イ
と入
れ替えられて
前
行末におか
れてい
る。
こ
の
理
由で
移
動が
説

明で
きる
項目はか
な
り

多い 。
しか
し
そ
れで
も入
逢・
晩
錬が
入
れ
替え

ら
れた
理
由は
不明で
ある。
ナ
部支
体門
饗ナエ
と
詑ナマ
ル
との
入
れ

替えなど
も
同様で
ある。

ここで
確認しておか
な
け
れば
な
らないの
は 、
鰻頭屋
本が
項目を入

れ
替えて
まで一
項目がニ
行に
わた
るこ
と
を
紡いで
い
るとい
うこ
とで

ある。
初
刊
本に
は二
行に
わ
た
る
項
目は
ひ
とつ
も
な
く 、
通
行
本で
は

(
座)
!

頭/扉風
一
語が二
行に
わたっ
てい
る。
横本で一
行十
字
程度

のスペ
ース
し
か
ない
鰻
頭
麗
本に
とっ
て
は
なか
なか
困
難なこ
とで
あ

る。
晃
出
し
語
の
変
更

さ
きに
あげたヲ
部
支体門のヲクビ(
子医ーや
瞭)
がこの
例に
あた
る。

再様の
見
出し
語の
漢
字
表記の
改編が六
九例、
伶人舞↓
伶人の
よ
うな

語形その
もの
の
改変が
匝
例で
ある。
全
体をほ
ぼ
四
等分すると、
イ
ー

ヲ
一一一、
ヮ
1ノ

一
二 、
ク
jサ

二
十、
キ
jス

十一
で 、
最
後が

やや
少ない
が
全
巻に
わたっ
てい
る。
ヲ
クピ
を
倒に
と
ると、
この
語は

伊勢本略
本に
は
ない 。
伊勢本
増
補本で
は
辞林枝葉宮城
本・
文明本と

もに
子
置で
あっ
て
初刊
本に一
致する。
印度本で
は 、
永
禄二
年
本
類の

慶長九
年本・
経
亮本と
綜圏
本が
子
直で
あるが 、
黒本本類(
黒本本・

和
漢
通
用集) 、
弘
治二
年
本
類
(
徳
遊
寺
本・
南
葵文
庫本・
天正
十
七
年

本)
と
革関本は
曜と
なっ
て
お
り 、

通
行本に一
致する。
鰻頭
麗本で
は

ど
ちらも
支
体門で
所属門の
変更は
ないが 、
諸本で
は
子
置は
支
体門 、

憶は
言
語門に
収め
られてい
る。

こ
の
よ
うに
初刊
本と
通
行本とで
見
出し
語の
漢字表記が
異な
るもの

は
多くの
場合諸本で
も
やは
り両

形が
み
られる。
なかで
も 、
何鹿イツ

シ
カ
↓

早
晩(た
だ
しイツ
カ
と
する
本が
多い)・
石
橋イシパ
シ
iv

謹・

筋ハ
シ
↓

箸〈
開
/筋〉・
茅カ
ヤ
↓

萱・
汀ナ
ギサ
↓

渚・
唇〈
同
/瀞〉

ク
チ
ピ
ル
↓

瀞〈
同
/寝〉・
緩草〈
同
/蓑
草〉
クハ
ン
ザウ
↓

萱
草・
衣

那エ
ナ
↓

胞衣・
駕テ
ラッ、
キ
〈
向
/啄
木
鳥〉
↓啄

木
鳥
(
啄
木と
する

本が
多い)・
柴〈
向
/芝〉
↓

芝
などは
本によっ
て
は一
番の
うちに
両

形を示
すこ
とが
ある。
と
くに
駕↓啄
木
鳥は
収
載する
全ての
諸本で
駕

を
見
出し
と
し
啄
木を
注に
掲げてい
る。
筋↓
箸は
問波国文
庫本を
除く

9 



諸本に 、
汀
↓渚は

伊勢本
増
補本の
辞林枝葉宮
城本と
文明
本 、
印度本

の
天正
十七
年本の
三
本を
除く
諸本に
陣形を
掲げる。

初刊
本の
形で
諾本にみ
えない
もの
は
董シ
ノブ
(↓垣衣)
一
語の
み

で
ある。
節用集で
の一
般
的な
見
出し
諾形は
悲で
ある。
一
方 、
通行本

で
は
(
郎
会
↓)

都イナカ
〈
白舎〉・(
薄
↓)

鉛ハ
ク・(南無
↓)

助
我

ワレ
ヲ
タス
ケタマへ・(
能
路キ
T)
伐
糞ノロ
シ・(
韻↓)
麟フ
タメ
ク

の
五
語が
他の
諸本に
は
み
られない
形で
ある。
所属門と
同様 、
ここ

で
も
通行本の
独自性が
うか
が
えるで
あろ
う 。

なお
輪一蹴マ
ケカチ
↓

雌雄とい
う

項
告が
あり 、
諸本で
は
辞林枝葉宮

城本にの
みみ
えるが 、
そこで
は
両形が
示さ
れてい
る。
また 、
所属門

で
触れた
柴は 、
諾本すべ
て
草木
門に
収め 、
柴に
は
〈
焼木〉 、
芝に
は

〈
野草〉
あるい
は
〈
野之
短
草〉
とい
う
註
を
加
えて
両
語を
掲げるこ
と

が
多い 。
〈焼
木〉
は
天正
十八
年
本
類の
注で
は
〈
薪〉
と
たっ
てい
る。

薪は
節用築に
独立
項目と
して
採られるこ
とが
多く 、
鰻頭屋本で
は
柴

・
薪と
もに
初刊
本の
草木か
ら
通
行
本で
は
財宝に
移
動した
独
自例と
し

て
あ
げられてい
たもので
ある。

傍
訓
の
変
更

八
七
例と
改変の
中で
は
最も
多い 。
門別の
内訳で
は

時
節
七

草木
八

人倫
十

官名

畜
類・
生
類
十

財宝

� 
ノ、 一一

天地支
体食物

言
語・
雑用
九一

と
すべ
ての
門に
わたっ
てい
る。
全
巻をほ
ぼ
四
等分すると、
イ
jヲ

コ一
五 、
ヮ
iノ

五二 、
ク
iサ

五六 、
キ
1ス

四四でこ
れも
全
巻に

つ
まり
傍訓の
変更に
関して
は
偏るこ
と
な
く必
要と
思

七

一一一一

わたっ
てい
る。

わ
れる
語に
手を
加えてい
ると
考えるこ
とがで
きる。
こ
れらを
整理
す

ると

語形の
変更

か
なづ
かいにか
か
わるもの

追
加・
訂正・
削除

とな
る。 A 

六
十

一
O二

B 

二
五

C 
語形の
変更とし
て
ま
ず
鮎ア
イ
↓プユ・

補ヲ
ギヌ
ウ
↓ヲ
ギノ

ウ・
小
舎人コ
デヌ
リ
|Vコ
ド

ネリ・
手
代テチ
ダ
イ
↓テツ
ダ
イ・
終
臼匁

メモ
ス
↓ヒ
ネモ
ス・
栂拙ホ
ック
イ
↓ホ
タク
イ
の
よ
うな

発音の
変異

の
例を
挙げるこ
とがで
きる。
競拍クハ
ク
↓コハ
ク・(
参)
i内ナ

イ
↓

ダ
イ・
鄭重テ
イチウ
↓テ

イ
デウ・
日
域ジツ
イキ
↓ジチ

イキ
などは
漢

字の
よみの
問題を
含む 。
造
作ザウサ
↓ザウサ
ク
(下に
あっ
たザウサ

ク
を
削除)・(不)
i使ピ

ン
↓ベ
ン
は
語の
認
定にか
か
わ
る
例で
ある。

造
作は“調査した
すべ
ての
節用集諸
宗にこの
語を
載せ
て
お
り

(サ
部を

欠
く

村井
本・
慶
長九
年
本を
除く) 、
節用
集の
基
本
項
目の
ひ
とつ
で
あ

る。
初刊本がザウサ・
ザウサ
ク
商務聞を
別
項目としてい
たこ
とが
示
す

よ
うに 、
よみ
に
よっ
て
意味が
異な
る。
多くの
本で
やは
り別項目とし

た
う
えに 、
ザウサ
ク
に
は
〈
造家〉
や〈
番匠〉 、
ザウサ
に
は〈
煩〉
や

〈
煩
敷
義也〉
とい
う

註
記を
加
えてい
る。
ひとつ
だ
けしか
掲
載し
ない

の
は 、
ザウサ
の
みの
阿
波
国文
庫本 、
サウサ
ク
の
尭空
本・
経
亮本・
天

正十七
年本の
みで
ある。
不
便につ
い
て
は
諾本でフベ
ン
とフピ
ン
と
に

わか
れるが 、
ど
ち
らに
も〈
悼義〉
とい
う設が

付さ
れてい
るこ
とが
多

A 
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掃拭ハ
キノゴ
イ
↓ハ

キノゴ
ウ・
別ワ
カル
↓ワ
カレ・
宜ヨロ
シ
↓ヨ

ロ
シ
ク・
戯タワムル
↓タワフレ・

婚ウレ
シ
イ
↓ウレ
シ
ク・
冷終ヒへ



ハ
テ、
↓ヒヘハ
ツル
などの口問詞や
活用にか
か
わる
もの
もここに
含ま

れる。
委グハ
シ
ク
↓クハ
シ
は
傍訓を
変
更し
た
う
え 、
回
一語前に
あっ
た

精グハ
シ
の
前にこ
れを
移
動させて
精の
傍訓
を
「問」
としてい
る。

B
か
なづ
かい
にかか
わるもの
は
例が
多く 、
一
O一一
例
ある。
内

容別に
み
ると
(ニ
例以下の
もの
は
例を
あ
げて
お
く) 、

十八
例うち十三
例は
合劫点目クハ
↓グワ

ハ
↓ワ

ワ
j+ハ

イ
↓ヒ

節用集鰻頭屋ヌドの初刊本と通行本と

ヒ
↓イ

イ
↓ヰ

ウ
lψフ

エ
↓へ

へ
↓エ

へ
↓ヱ

ヱ
lψエ

ジ
↓ヂ

ヂ
iψジ

ヲ
↓ホ

ホ
↓ヲ

ヲ、
↓ヲホ

ワ
ウ
↓ヲホ

ヨ
ヲ
1↓ヨ
ウ 四

例
一一一
ニ
例

一
例(蛾ヒ、
ル
↓ヒ
イル)

七
例例例(

反
穣ウチカエ
ス
よウチカヘ
ス・
髄遼グ
イカエ
ス

↓ク
イカヘ
ス)

一
例(燈モヘ
ク
イ
↓モエ
ク
イ)

一
例(
音コへ
↓コ
ヱ)

一
例(
庚
字カノヱ
カノ
ト
↓カノエ
カノ
ト)

四
例

一
例(
但
馬タヂマ
よタジマ)

例
二
例(
銑トピ
ウホ
↓トピ
ウ
ヲ・
魚ウ
ホ
↓ウヲ)

ムハ
例

一
例(大
隅ワ
部ワ
ウス
ミ
↓ヲ

部ヲホ
スミ)

一
例
(催モヨ
ヲス
↓モヨ
ウス)

一
例(ウ
ケ
ガウ
↓ウゲゴ
ウ)

ガ
ウ
↓ゴ
ウ

その
他
開ムロに
関わるもの
十三
例

次

追
加・
訂正・
削除
につ
い
て
は
全
例を
掲げる。

C 

鯛ハ
ス
↓ハ
メ

共恵行ト
ヂヘ
ユ
ク
↓ドチヘ
ユ
グ

貞
能ヂウノ
↓ヂ
ヤウノ
ウ

界道カ
ウ
↓右カ

イダウ・
在カ
ウ

駕
輿丁カ
ヤチ
ヤウ
↓カヨ
チ
ヤウ

珠ル
ピ
なし
↓タマ

立
居夕、
ズム
↓ズム

作
物ツ
グモ
↓ツ
ク
リモ
ノ

弓ル
ピ
な
し
↓ツ
カ
サ

午ウマ
よルピ
なし
(
所属はム
部に
移
動)

囲
様〈
火神〉
グハ
イロ
ウ
↓グハ

イロ
グ

果報グ
ホ
ウ
↓グハ
ホ
ウ

櫛
笛ヤ
ナ
イパ
コ
↓ヤ
ナ
イパ

亡
者マ
ウ
ジ
ヤ
↓ジ
ヤ

貧マ
ド
↓マ
ドシ

II 

言〈
問
/申〉
マ
ウ
↓マ
ウス

辛
夷口ブシ
↓コ
ブシ

恰ア
タカ
よア
タ

昨臼サ
ク
ジツ
↓キノ
ウ

脚
布キヤ
口
↓キヤフ

自メ
↓ル
ピ
なし

鰍サゲ
iyヒ

サ
ギ

排ヒ
ト、
ク
↓ヒモ
ト
グ

(一)
柄ヒ
ダ
iψエ
ダ



(勢)
i遺ヅス

イ
↓ヅ
カ
イ

この
うちハ
ス
↓ハ
メ 、
(ピ
ト)
ヒ
ダ
↓エ
ダ 、
(セ
イ)
ヅス
イ
↓ヅ
カ

イ
などは
初刊
本の
誤
りを

通
行
本が
正した
もの
で
あろ
う 。
昨日をサ
ク

ジツ
↓キノ
ウ
と
し
た
例も 、
こ
の
語が
キ
部に
あるこ
と
を
考えればキノ

ウ
が
正
姿で
ある 。
午ウマ
をウ
部か
らム
部に
移した
際に
傍訓を
失っ
て

し
まっ
た
もの
や 、
自メ
↓ル
ど
なしの
例(この
よ
うな

例を
「削削
除」
と

し
た)
などは
誤
税で
あろ
う 。
つ
まり
改変は
必
ずし
も正しい
方向だ
け

を
向い
てい
たの
で
は
ないの
で
ある 。
しか
し
柳笛ヤ
ナ
イパコ
↓ヤ
ナ

イパ
は 、
ヤ
ナ
イパ
の
例が
節用集で
は
阿
波間文
庫本にみ
られ 、
近世

の
版
本で
ある
和
漢
音釈醤一言
字
考に
も
あっ
て 、
単なるコ
の
脱落で
は
な

い
可能性が
ある 。
また 、
A
に
分類した
ためこ
こ
に
は
例を
挙げて
い
な

い
が 、
雲
嬬縁ウンカンベ
リ
↓ウン
ゲンベ
リ
も
諾本
中にウン
カンベ

リ
と
する
もの
が
あ
り

(
印
度
本の
尭空
本・
両
足
読
本・
釈
鹿本) 、
鰻頭

屋
本初刊
本独
自の
語形で
は
なさそ
うで
ある 。
こ
れらにつ
い
て
単純に

誤りを
訂正した
とい
うこ
とはで
きず 、
今
後個々
の
語につ
い
ての
検-証

をし
てい
く必
要が
ある 。
現
時点で
は
すべ
ての
諾につ
い
て
その
よ
うな

判
断を
するこ
とがで
きないの
で 、
A-
C
につ
い
て
は
なお
流動的で
あ

るこ
と
をお
断りしてお
く 。

お

り

わ

鰻頭
悶版本
節用集初刊
本と
通行本とで
改変が
加えられている
項目に

つ
い
て 、
他の
節用集諸本の
状況を
参
照しっ
て
その
改変の
位壁づ
け

を
試み
て
きた 。
はじめに
で
立て
た
教
育大
本が
初刊
本 、
関
醤寮本が

通行本とい
う

仮説に
魁離は
なかっ
た
と
思
う 。
と
りわ

け初刊本は
所属

門
や
見
出し
語の
表記の
点で
他の
諸本とほ
ぼ
同じ
動きをし
ているの
に

対して 、
通
行
本は
独
自の
もの
をい
くつ
か
持っ
てい
た 。
こ
れは
再刊に

際して
新し
さ
を
出そ
うとしたもの
と
考えら
れる 。

全
体として
改変は
概ね
節用集諸本
市?に
み
られる
変異の
範囲内に
含

ま
れて
いる 。
変異を
内包しつつ
まと
ま
りを

持つ
とい
う

意味で
節用集

をひとつ
の
資料
体として
扱うこ
とは
可能で
ある
し 、
その
よ
うな
方
向

で
扱うべ
きで
あろ
う 。
もち
ろん
個々
の
変異につ
い
て
は
何を
反映して

い
るの
か
をさ
らに
解明し
ていか
な
け
れば
な
らない 。

註
-

岡
田
希
雄
氏
が
「銀
頭
屋
本
節
用
集
の
冠
彫
再
刻
本」
で
報
告し
て
お
ら
れ
る
の

は
「
四
十
八
了よ
り

巻
鬼
の
九
十
八
了に
至
る
五
十一
了
の
残
飲」
で
あ
り 、
「
四
八

・
四
九・
九
O
の一一一
了
だ
け
が 、
表
裏
と
もに
四
周
恩
逃で
あ
る
の
を
除い
て
は
残

り
は
全
部
四
周
幾
逃」
とい
う
も
ので
冠
彫
の
再
刻
関
係に
あ
る 。
こ
の
残
欠
本
に

は
七
O
箇
所
近
く
の
彫
崩が
あ
るこ
と
も
報
告さ
れ
て
い
る 。
(一
九
回二
年
『
書
誌

尚子』)『
改
訂
新
版
吉
本
節
用
集六
穏
研
究
並
び
に
総
合
索
引』
に
は
東
京
教
育
大
学
的

焼
額
審
館
蔵
本
が
影
印
掲
載
さ
れ
て
い
る 。
そ
の
索
引
篤
「
台
本
節
用
集中ハ
種
総
合

索
引
の
た
め
に」
第一
章
台
本
節
用
集
解
説
(
中
田
祝
夫
氏)
の
中
に
「
餓
頭
屋

本
の
別
版で
あ
るい
「こ
の
別
紋
の
方はい
く
ら
か
年
代が
新
し
い
も
の
か
もし
れ
な

い」
と
あ
る 。
た
だ
こ
こ
で
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
富
小
路ト
ミ
ノ

コ
ウ
ジ」
の
例
は
ヂ
の
末
菌
の
下
が
欠
け
て
い
る
の
を
ジ
と
み
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る 。
(一
九七
九
年
勉
誠
社)

「
日
本
士口
辞
議を
学ぶ
人
の
た
め
に』
「
鰻
頭
屋
本
節
用
集」
の
項に
は
「
室
町
時

代
末
期
(
天
文・
永
様
興)
の
刊
本」 、
「「ヰ・
オ・
ヱ」
を
「
イ・
ヲ・
エ」
に
併

せ 、
天
地・
時
節・
人
倫・
官
名・
人
名・
草
木・
畜
類・
財
宏・
食
物・
支
体・

言
語
の
各
門か
ら
な
る 。
司
増訂
古
辞
議
の
研
究』
に
本
番
の
士肉
異
版
と
し
て
小
汀
利

得
蔵
本が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が 、
「
生
|(

類)」
「
雑
i(

用)」
が
「
資
i(

類)」
「営口

(
語)」
の
よ
う
に
版に
よっ
て
二
門
に
異な
る
も
の
も
あ
り 、
ま
た 、
語
奨の
田内

向
等を
認め
ら
れ
て
い
る
の
で
注
意を
要
す
る 。」
と
し 、
五つ
の
例
を
挙
げ
る 。
ま

た
「
鰻
頭
震
本
は 、
異
版
別
版が
多い
の
で 、
利
用に
は
注
意
す
るこ
と
が
必
要で

12 



あ
ろ
う
に
と
す
る 。
(一
九
九五
年
初
版 、
九
七
年二
版
世
界
思
想
社)

山
間
忠
雄
氏
は
『
節
用
祭
天
正
十
八
年
本
類
の
研
究』
序
説
に
お
い
て
節
用
集
鍛

頭
屋
本
につ
い
て
「
伊
勢
本
で
あ
る
意
味
に
お
い
て
他
の
古
写
本
と
の
連

絡
は
十
分
に
つ
く
の
で
あ
る
が 、
せ
ま
い
空
間
に
語
数
を
お
ほ
め
に

い
れ
る
た
め
に
語
注
の
ほ
と
ん
ど
すべ
て
宏
う
し
なっ
て
ゐ
る
うへ
に 、
す

く
な
く
と
も
通
行
本
に
よ
る
か
ぎ
り

部
名
も
あ
ら
た
まっ
て
ゐ
る
の
で

他
本
と
は
お
も
む
き
を
こ
と
に
す
る
印
象
を
禁
じ
え
ない 。」
とし 、
注幻

とし
て
「
初
刊
本
(
小
汀
利
得
氏
蔵 、
教
育
大
学
蔵)
に
よ
れ
ば 、
天
地
時
節

草
木
人
倫
官
名
支
体
畜
類
財
宝
食
物
言
語
の
十 。
通
行
本
は
お

ほ
く
の
績に
お
い
て
畜
類
を
生
類 、
言
語
を
雑
用
と
す
る 。」
と
し
て
い

る 。
本
稿で
の
初
刊
本・
遂
行
本
とい
う
呼
称
は
こ
れ
に
よっ
て
い
る 。
(一
九七
四

年
東
洋
文
庫)

丹
藤
典
子
氏・
島
田
栄
子
氏
「
古
本
節
用
築
諸
本一
覧
表」
に
よ
れ
ば
飽
頭
農
本

類
に
は
幻
銀
頭
庭
本
初
刊
本
幻
鐙
頭
震
本
重
刊
本
が
あ
る 。
初
刊
本
と

し
て
小、汀
利
得
氏
蔵・
東
京
教
育
大
学
蔵
の二
本
が 、
重
刻山
本
とし
て
山
間
忠
雄
氏

蔵・
横
山
重一
氏
蔵
の二
本
が
挙
げ
られ
て
い
る 。
(一
九
九八
年五
月
『
日
本
語
と

辞
書』
第一一一
斡)

2
以
下 、
引
用に
捺
し
て
は
場
合に
よっ
て
原
本
の
傍
訓酬
を
示
さ
な
かっ
た
り 、

目見

出
し
語
の
下
に
カ
タ
カ
ナ
で
示
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る 。
漢
字
の
字
形
は
で
き
る

だ
け
原
本
に
近い
も
の
に
し
た
が
印
刷
の
都
合
上
か
な
わ
な
かっ
た
も
の
も
ある 。

ま
た 、
〈
〉
内に
示
し
た
も
のは
細
字
双
行、
/は
改
行
を
示
す 。

3
調
査
し
た
節
用
集
諸
本
を
掲
げ
て
お
く 。
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
につ
い
て
は
そ

れ
を
用い 、
一
々
の
出
典は
記さ
ない 。

伊
勢
本
略
本

正
宗
文
庫
本
大
谷
大
学
本
増
刊
下学
祭
儀
凹
本
(
明
応
五
年
本)

玉
塁
文
庫
本
龍
門
文
庫
本
(一
七
六・
一
七
七)

伊
京
集

増
刊
節
用
集
空
念
寺
本
種
徳
堂
本
殉
悶
希
雄
本

天正
十八
年
本
類

黒
川
本
(
蹴嵐
長
十二
年
本)

堺
本

阿
波
間
文
庫
本

伊
勢
本
増
補
本

辞
林
枝
葉
宮
城
本

印
度
本

黒
本
本
類

節用築後旗康本の初刊本 と 通行本 と

鰻
頭
墜
本
初
刊
本・
通
行
本
文
明
本
(
広
本)

慰問
本
本
園
議
寮
察
本
和
漢
通
用
祭

村
井
本
慶
長
九
年
本
発
空
本

永
禄二
年
本
類

永
禄二
年
本

経
亮
本
両
足
院
本

制収
園
本

弘
治二
年
本
類

徳
遊
寺
本
(
伊
藤
本)

七
年
本

永
禄
十一
年
本
類

箪
関
本
(
学
習
説
大
学
本)

4
こ
の
う
ち
「
魔」
は
お
お
む
ね
人
倫
と
畜
類・
気
形
と
に
わ
か
れ
るが 、
伊
勢
本

略
本
の
う
ち
龍
門
文
庫
本
(一
七
七)・
伊
京
集・
増
刊
節
用
築は
門
人
名]
に
収め

る 。
山
田
忠
雄
氏
に
よ
れ
ば
三
省
堂
本
も
同
様で
ある 。

5
印
度
本で
は
盤山
本
本
以
外
の
誇
本で
言
語
(
進
退)
門に
頭
字
が
同一
の
語
を
築

め 、
細
字
双
行
で
示
す
とい
う
記
載
方
式
を
と
る 。
宝
蔵・
法
翠・
智
者・
永
地
な

ど
は
こ
の
方
式
の
中
で
増
補
さ
れ
た
項
自
とみ
ら
れ
る 。
豊一
城・
率一一位
は、氷
禄二
年

本
類
と
松
園
本
で
言
語
門に
お
か
れ
て
い
る
が 、
弘
治二
年
本
類
と
草
間
本
とで
は

そ
れ
ぞ
れ
が
天
地
門・
人
倫
門に
収
め
ら
れ
る 。
こ
れ
は
項
目
を
吟
味し
た
う
え
で

の一
歩
進
ん
だ
姿
とみ
ら
れ
る 。
鰻
藤
田民
本
初
刊
本
か
ら
通
行
本へ
の
動
きは 、
他

の
項
目
か
ら
み
て
こ
れ
ら
諮
本
と
は
無
関
係で
あ
ろ
うが 、
まっ
た
く

重
なっ
て
い

る 。

南
葵
文
庫
本
天
正
十
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